
学校教育目標 「夢高く 心たくましく 学び合う五小の子－ゆめ チャレンジ 新しい自分－」 

校長室の窓から No.５8 
★☆★☆★☆五城目町立五城目小学校 校長室だより 平成2９年1１月２９日（水） 

次年度から指導内容が変わっていきます。 

保護者の皆さんは「学習指導要領」という言葉を目にしたり耳にしたりすることはあるでしょうか。

これは、全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、国が定

める学校教育法等に基づき、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準となるものです。 

 「学習指導要領」では、小学校、中学校、高等学校等ごとに、それぞれの教科等の目標や大まかな

教育内容を定めていますが、この内容が変わっていくのです。戦後まもない昭和２２年に初めて学習

指導要領が定められて以来，ほぼ１０年に一度改訂が行われ、今回は８回目となります。 

小学校は平成３２年度に全面実施となりますが、平成３０・３１年度の２年間は移行期間となりま

す。ただし、道徳は「特別の教科である道徳」として、３・４年生は「外国語活動」、５・６年生は

教科「外国語」として新たにスタートします。また、特別活動（略して特活）の内容も変わり、これ

らは平成３０年度から先行実施となります。本校では、次年度の教育活動の円滑な実施を目指すため、

改めて時間割の変更や年間教育計画の見直しを進めているところです。 

どの教科にどれぐらいの授業時間が割り当てられていくのか、一週間あたりの授業時間を学年別に

示しました。保護者の皆さんが学んだ小学校時代とは相当変わってきていると思います。

一週間の授業時間数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

国語 ９ ９ ７ ７ ５ ５ 

社会   ２ 2.6 2.9 ３ 

算数 ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

理科   2.6 ３ ３ ３ 

生活 ３ ３     

音楽 ２ ２ 1.7 1.7 1.4 1.4 

図工 ２ ２ 1.7 1.7 1.4 1.4 

家庭     1.7 1.6 

体育 ３ ３ ３ ３ 2.6 2.6 

特別の教科である道徳 １ １ １ １ １ １ 

特別活動（学活・クラブ） １ １ １ 1.5 1.5 1.5 

総合的な学習の時間   ２ ２ ２ ２ 

外国語活動   
１ １ 

  

外国語     ２ ２ 

クラブ・委員会活動    １ １ １ 

一週間の合計授業時間 ２５ ２６ ２８ 29.5 29.5 29.5 

改訂の背景には、グローバル化等社会の変化への対応があげられます。学習内容を深く理解し、社会や
生活で活用出来るようにするため、知識の量や質と思考力の両方が求められています。そのため、学習内
容の削減は行われない方向です。今回の改訂は、主体的、能動的、対話的に学んでいく「あきた型の授業
づくり」がモデルにもなっているとも言われています。                     

○ 創  立（143周年） 

明治７年５月７日 

○ 児童数  ２７８名 

(H29.11.1日現在) 

○ 教職員数   ４５名 

※スマートフォン 

からもご覧に 
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きます。 

 

平成３０年度から３年以上は勉強時間が増加！ 

 

＊１年  ５時間  ５日 

     （毎日５時間授業） 

＊２年  ５時間 ４日 

             ６時間 １日 

＊３年  ５時間 ２日 

  ６時間 ３日 

＊４・５・６年 

  ６時間 ５日 

（毎日６時間授業） 

◎短時間学習も実施予定 

 

〈育成すべき資質・能力の柱〉 
 
① 生きて働く「知識・技能」

の習得 
 
② 未知の状況にも対応できる

「思考力・判断力・表現力
等」の育成 

 
③ 学びを人生や社会に生かそ

うとする「学びに向かう
力・人間性」の涵養 

 



 

第 67回“社会を明るくする運動”作文コンテスト秋田県推進委員会
の優秀賞を受賞した６年生の作品です。１１月１０日秋田市文化会館
で開催された第５０回秋田県厚生保護記念大会において、県内全ての
市町村から参加した約千人の聴衆を前に、小学生の部の受賞者３名を
代表して見事な朗読発表を行いました。 
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